
生コンの品質判定のＡＩエッジデバイス化の全体像

利用登録

クラウド運用者
（カイ）

利用者登録・管理

使用料検索

【生コンの性状判定システムの機能】
①ミキサー車の検知
②シュート位置の検知
③生コンの性状判定
④生コン異常時にパトランプで通知
⑤検査データのアップロードと閲覧

使用料請求

下記に示す全体像の中で、当事業で組むのは薄緑の枠で示した部分のシステム構築です。

■ 生コンの品質判定のAIエッジデバイス化に関する研究開発の全体像 ■



【現状のスランプ検査：手作業・複数人が担当】 【当事業の成果：スランプ測定をAI画像処理で実施＝省人化】

（出所）国土交通省「第14回コンクリート生産性向上検討協議会」
・生コンクリート情報の電子化について

現場の
打設画面 推定スランプ値

【システム構成】

②AIエッジデバイス
＝SoCFPGA

①カメラ

オプティカルフロー
による解析画像

③スマートデバイス
（＝iPad）

生コンスランプの画像解析は、ミキサー車のシュートから流れる生コンを
カメラで撮影し、AIによる画像解析で品質判定を行います。

インターネッ
トで情報共有
（遠隔地）

■ 現状のスランプ検査と当事業の成果物との対比 ■



■ スマートデバイス（iPad）とクラウドに構築したデータベースとの連携 ■

スマートデバイス
（iPadで表示）

AWS

左の画面は、iPad上に「生コンの発注」から「受入検査」までの一連の業務を示すものです。
右の画面は、 iPad上に「生コンのスランプ値（AIエッジデバイスで計測）」を示すものです。



【システム構成】

AIエッジデバイスが、カメラに映るシュートを落下中の生コンに異常なスランプ値を検出した場合、自動的にAI
エッジデバイスはパトランプに信号を送りパトランプを稼働させます。

①パトランプ

②AIエッジデバイス
（SoCFPGA＝

KV260）

■ AIエッジデバイスとパトランプの連携 ■
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